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主 な 記 事
１面 第２０期第５旅団レンジャー夜貂戦闘

隊全ての任務を完遂して帰還
２面 ママチャリ耐久６時間レース

新着任部隊長等紹介
３面 モルックサークルを創設

チビッコキャンプ・夏休みちびっこ大会
４面 おんねゆ温泉まつりに参加

第５旅団は、７月２９日（月）、帯広駐屯地において、
令和６年度第５旅団レンジャー集合教育（第４普通科連隊
が担任）き章授与式を実施し、新たなレンジャー隊員の栄
誉を讃えました。

同教育は５月７日（火）から開始し、レンジャー隊員に
なるために必要な知識や技術を学ぶとともに、様々な厳し
い訓練を乗り越え、精鋭１７名がレンジャー隊員となりま
した。

式に先立ち、各部隊がのぼりを掲げ、盛大な出迎えの中、
行動訓練の全任務を完遂したレンジャー学生が帰還し、授
与式では、旅団長より学生一人ひとりに対して光り輝くレ
ンジャーき章を授与しました。晴れてレンジャー隊員にな
った１７名は、各部隊からの激励において、ご家族、上司
や同僚との久しぶりの再会に喜びの表情を見せるとともに、
レンジャー隊員になって帰ってくることを信じてずっと待
っててくれた彼女に、き章授与式の場で結婚指輪を渡すサ
プライズなどもあり、あまりの嬉しさにご家族が涙を流す
場面もありました。

レンジャー隊員になった１７名は、「全ての任務を完遂
した嬉しさに涙が止まらなくなりました。仲間と支え合っ
てこれたからこそ、今の自分があります。本当に感謝の気
持ちでいっぱいです。今後はレンジャー隊員としてふさわ
しい人間になれるよう、日々精進していきます」と感謝と
今後の抱負を述べました。

第５旅団ＹｏｕＴｕｂｅ
において、教育開始から
レンジャー隊員になるま
での物語を紹介していま

す。
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上原将愛 １等陸佐

第５施設隊長

川浪 裕明 ２等陸佐

第５旅団
司令部副旅団長

兼ねて帯広駐屯地司令

松川 翔 ２等陸佐

第５偵察隊長

井上嘉史 １等陸佐
東部方面総監部より

第１０師団司令部より

陸上幕僚監部より

陸上幕僚監部より

第５後方支援隊長

爆走する司令部付隊の隊員

チャンネルの登録をお願いします！

新たに２つの動画を配信しました！

ーム名サーキットの狼Ａ）は「準
優勝」と素晴らしい結果を獲得し
ました。大会終了後の工藤隊長は
「体力・気力が続く限り来年もみ
んなで挑戦したい」と抱負を述べ
ました。
本大会を通じて司令部付隊は、
力を合わせて走り抜いたことで、
更に一体感を増して、より一層の
絆を深めることが出来ました。

第５旅団司令部付隊（隊長 工藤３佐）は、８月１７日
（土）、更別村十勝スピードハイウェイにおいて、ママチ
ャリ耐久レース実行委員会が主催の全日本ママチャリ耐久
レースに参加しました。
ママチャリ耐久レースは、十勝スピードウェイが発祥の
地と言われ、１週３．４ｋｍのコースを１チーム最大１０
名で、交代しながら６時間走り続ける過酷なレースです。
司令部付隊は、「ＯＶＥＲ３５０の部」にサーキットの狼
Ａ＝平均年齢４７歳に８名１コチーム、サーキットの狼Ｂ
＝平均年齢４６歳に９名１コチームの計２コチームが参加
して、見事なペダル漕ぎの速さ、鍛え抜かれた体力とチー
ムワークにより、他のチームを圧倒して、１コチーム（チ
ーム名サーキットの狼Ｂ）は「優勝」、１コチーム（チー
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第５旅団司令部に所属する山口１尉は、６月に帯広駐屯地所在隊員を
対象に「帯広駐屯地モルックサークル」を創設して、現在も部員数２０
名で活動しています。
モルックとは、フィンランドの伝統的なスポーツであり、地面に立て

並べられた１２本のスキットルという木のピンをモルックと呼ばれる木
の棒を投げて、獲得した点数を競い合う老若男女問わず誰でも楽しめる
スポーツであり、ルールが簡単ですが、試合の運び方には戦略的な要素
が必要で、とても奥が深いゲームです。本年８月には毎年開催されてい
る世界大会が初めて函館市で開催されるとあって、国内のモルック人気
は、爆発的な広がりを見せています。
山口１尉は、知人からモルックを勧められたのがきっかけで、モルッ

第５施設隊（隊長 川浪２佐）
は、８月６日（火）、帯広駐屯地
において、夏休みちびっこ大会を、
鹿追駐屯地（司令 三浦２佐）は、
８月７日（水）～８日（木）の間、
同駐屯地において、チビッコキャ
ンプを実施しました。子供たちは、
自衛隊でしか経験できない体験搭
乗や装備品展示及び体験喫食等を
楽しむとともに、夏の良い思い出
作りが出来ました。

体験喫食体験搭乗 音楽演奏

帯広駐屯地モルックサークルを創設
モルックの十勝大会では「優勝」を果たす

クを知り、実際にやってみると、とても楽しく、モル
ックの歴史や日本での現状、大会などに更なる興味が
沸いていきました。そんな中、モルックを通じて、職
場の昼休みに部隊の垣根を越えた一体感をもって楽し
みたいという思いが強まり、同モルックサークルを創
設しました。創設してからのモルックサークルは、昼
休みを活用して毎日練習し、８月１７日（土）には、
札内川園地（中札内村）において行われた十勝大会に
２コチーム合わせて５名が出場し、毎日の練習で培わ
れた冷静さと綿密な戦略により、初大会にして１コチ
ームが見事「優勝」、もう１コチームが「準優勝」を
独占して獲得しました。
今後モルックサークルは、日々の練習や大会を通じ
て、経験と技術力を蓄積し、地域だけでなく、国内の
主要な大会や世界大会に参加していくとともに、全国
の自衛隊に普及していけたらとのことです。

昼休みを活用して
毎日楽しく練習

チームワーク
を高める 記念写真

ＰＲ用で作成したポスター
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第５旅団
ホームページ

検 索 各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など情報が盛り

だくさん！ぜひ！クリックを！
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第６即応機動連隊第２普通科中隊（中隊長 木村
１尉）以下２１名は、８月４日（日）、北見市で
実施された第７２回おんねゆ温泉まつりにボラン
ティア活動として参加しました。
神輿川渡御は湯の神に感謝しようと、神輿を担

いで無加川を練り歩くものであり、今年は神輿が
新調され、５年ぶりに開催されました。第２普通
科中隊の隊員は、神輿川渡御の担ぎ手として参加
し、隊員のほか北見市役所職員、消防署員、地元
の神輿会の有志等がサラシを身に付けて集まりま
した。
同まつりは、全道各地から訪れた大勢の観光客

や市民で賑わう中、花火を合図に神輿を担ぎ、川
の中を「わっしょい、わっしょい」と威勢のよい
掛け声をかけ、約１０００発の花火が川面を照ら
す灯りとともに練り歩く姿は実に勇壮であり、警
備隊区の北見市のイベントに大きく貢献すること
ができました。

神輿を担ぐ第２普通科中隊

花火が川面を照らす灯りとともに
練り歩く姿は実に勇壮


